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安斎先生が原発問題などについて分かりやすく解説した

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
28
日
に
西
宮
市
・
な
で
し
こ
ホ
ー
ル
で
第
37
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講

演
会
を
開
催
。
医
療
関
係
者
、
市
民
な
ど
63
人
が
参
加
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名
誉
館
長
の
安
斎
育
郎
先
生
が
「
安
斎
育
郎

の
ビ
ビ
ッ
と
き
た
話

う
た
が
う
心
‐
科
学
の
眼
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
広
川
恵
一
先
生
（
西
宮
市
・
広
川

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
司
会
を
務
め
、
大
森
公
一
先
生
（
西
宮
市
・
大
森
内
科
医
院
）
が
開
会
の
あ
い
さ

つ
、
法
貴
憲
支
部
長
（
西
宮
市
・
法
貴
皮
膚
科
）
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

総
会
議
事
で
は
林
田
英
隆
先
生
（
西
宮
市
・
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
議
長
の
下
、
２
０
１
７
年
度
活
動

報
告
と
２
０
１
８
年
度
活
動
方
針
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
９
日
、
西
宮
市
立
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
、
「
介
護
改
定
で
介
護
の
現

場
は
ど
う
な
っ
た
？
ど
う
な
る
？
」
を
テ
ー
マ
に

介
護
報
酬
改
定
情
勢
勉
強
会
を
開
催
。
西
宮
市
高

齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口
深
津
の
松
下
裕
之
氏
と
、
深

津
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
吉
田
明
氏
が
講
師
、

広
川
恵
一
先
生
（
西
宮
市
・
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
が
司
会
を
務
め
、
医
師
・
ヘ
ル
パ
ー
・
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
22
人
が
参
加
し
た
。

松
下
氏
は
独
自
の
資
料
に
基
づ
き
、
２
０
０
０

独自資料で解説する松下氏

最
初
の
印
象
は
、
「
こ
の
ひ
と
（
安
斎
先
生
）

本
当
に
78
歳
？
」
。
聴
衆
と
の
受
け
答
え
、
返
答

の
速
さ
、
記
憶
力
な
ど
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
と

感
じ
た
。

か
つ
て
、
先
生
の
話
を
神
戸
の
大
き
な
会
場
で

お
聞
き
し
た
が
当
時
の
私
に
は
印
象
は
薄
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
回
は
、
参
加
者
60
名
く
ら
い
の
、
比

較
的
小
さ
な
と
こ
ろ
で
の
講
演
で
、
質
疑
応
答
に

時
間
を
さ
い
て
も
ら
い
、
双
方
向
性
の
講
義
で
あ
っ

た
こ
と
が
そ
う
思
わ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
初
に
マ
ジ
ッ
ク
で
人
を
だ
ま
し
、
洗
脳
す
る

こ
と
な
ど
を
面
白
く
聴
衆
に
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、
彼
の
言
う
「
科
学
的

命
題
」
（
調
べ
る
と
答
え
が
で
る
も
の
）
と
「
価

値
的
命
題
」
（
調
べ
て
答
え
が
で
な
い
も
の
）
に

わ
け
て
話
さ
れ
た
。
質
疑
応
答
な
ど
で
は
原
子
力

の
話
な
ど
も
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
話

を
さ
れ
た
。
懇
親
会
で
も
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
彼
の
同
級
生
で
、
国
に
反
旗
を

翻
さ
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
所

長
や
原
子
力
関
係
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
た
が
、

最
近
出
会
う
と
あ
ま
り
幸
せ
そ
う
で
は
か
っ
た
な

ど
。憲

法
９
条
と
平
和
の
関
係
、
核
兵
器
に
つ
い
て

は
、
私
と
は
全
く
違
っ
た
考
え
方
で
あ
っ
た
。
し

か
し
こ
の
問
題
を
価
値
的
命
題
と
位
置
づ
け
て
お

ら
れ
、
彼
が
な
ぜ
そ
う
思
う
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
理
解
で
き
た
し
、
反
対
意
見
に
つ
い
て
も

尊
重
さ
れ
て
い
た
の
は
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た
。

後
日
、
本
年
の
６
月
に
福
島
に
行
か
れ
た
時
の

（
震
災
後
50
回
以
上
行
か
れ
た
）
報
告
書
を
送
っ

て
い
た
だ
い
た
。
彼
は
、
知
的
好
奇
心
（
真
実
を

知
り
た
い
）
に
加
え
て
、
こ
の
大
災
害
を
客
観
的

に
デ
ー
タ
と
し
て
後
生
に
記
録
と
し
て
残
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
私
と
一

回
り
年
が
違
う
が
、
は
た
し
て
12
年
後
に
私
は
あ

の
よ
う
な
活
動
性
を
保
て
る
だ
ろ
う
か
？
保
つ
に

は
、
何
に
対
し
て
も
興
味
を
も
っ
て
、
現
場
で
の

活
動
を
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
10
年
先
の
あ
る

べ
き
ひ
と
つ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
み
さ
せ
て
も
ら

い
、
爽
や
か
な
気
分
に
な
っ
た
。

【
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
・
循
環
器
科

伊
賀

幹
二
】

スプーンを空中で曲げるマジックを披露

年
に
１
割
負
担
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制

度
が
、
２
割
負
担
、
さ
ら
に
３
割
負
担
へ
と
引
き

上
げ
ら
れ
て
き
た
経
緯
な
ど
を
説
明
。
「
た
ま
た

ま
前
年
に
臨
時
の
不
動
産
収
入
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
で
も
３
割
負
担
と
な
っ
て
し
ま
う
。
自
己
負
担

を
払
う
こ
と
が
で
き
ず
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

を
諦
め
た
た
め
に
家
に
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
認

知
機
能
が
低
下
し
た
利
用
者
も
い
た
」
な
ど
、
現

場
の
深
刻
な
状
況
を
報
告
し
た
。

吉
田
氏
は
自
己
負
担
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
実
際

に
利
用
者
が
ど
の
く
ら
い
の
費
用
を
払
う
こ
と
に

な
っ
た
の
か
、
明
細
書
な
ど
も
示
し
て
実
例
を
紹

介
。
「
介
護
者
が
明
細
書
な
ど
見
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
と
思
う
が
、
利
用
者
の
実
情
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
解
説
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
利
用
者
の
実
情
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」
「
制
度
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
見
直
す
機
会
に
な
っ
た
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

介護の実例を紹介する吉田氏
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
16
日
に
西
宮
市
・
あ

し
だ
こ
ど
も
診
療
所
で
「
血
液
に
触
れ
る
こ
と
の

リ
ス
ク
、
触
れ
な
い
た
め
の
方
法
、
触
れ
た
時
の

対
処
法
」
を
テ
ー
マ
に
院
内
感
染
対
策
研
修
会
・

第
４
回
Ｂ
Ｂ
Ｐ
（
血
液
伝
播
病
原
体
）
コ
ー
ス
を

開
催
。
ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
（
Ａ
Ｈ
Ａ
）
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
登
山
寿
子
看
護
師
が
講
師
、
芦
田

乃
介
先
生
（
西
宮
市
・
あ
し
だ
こ
ど
も
診
療
所
）

が
司
会
を
務
め
、
医
師
・
看
護
師
ら
10
人
が
参
加

し
た
。
参
加
者
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

熊本の低農薬野菜や、東北の海産物など、多数の

物産、物品が陳列販売され、活気にあふれる会場

以
前
、
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
服
用
中
の
患
者
さ
ん
が
投
薬

中
に
鼻
血
を
出
す
と
い
う
経
験
し
ま
し
た
。
既
往

歴
で
は
血
液
感
染
を
疑
う
疾
患
は
な
か
っ
た
た
め
、

患
者
さ
ん
に
は
そ
の
場
で
止
血
し
て
も
ら
い
、
処

方
元
の
病
院
に
経
緯
を
伝
え
減
薬
中
止
の
有
無
を

確
認
。
投
薬
台
な
ど
に
飛
び
散
っ
た
血
は
手
袋
が

な
か
っ
た
た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
袋
が
わ
り
に

水
拭
き
、
乾
拭
き
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
行
い
、

そ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
全
て
を
入
れ
て
破
棄
し
、
自

身
は
手
洗
い
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
対
応
が
本
当
に
正
し
か
っ
た
の
か
、
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
Ｂ
Ｂ
Ｐ
コ
ー
ス
の
受

講
で
、
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
容
器
を
普
段
か
ら
用
意

す
る
こ
と
、
ま
た
曝
露
報
告
を
行
う
こ
と
で
自
施

設
用
の
曝
露
管
理
計
画
を
よ
り
充
実
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
手
洗
い
と
正
し
い
手
袋
の
着
脱
実
践
は
、

医
療
従
事
者
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
、
介
護
者
の
方
々
も
す
ぐ
に
で
き
る
内
容
な
の

で
必
要
に
応
じ
て
服
薬
指
導
に
活
か
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

目
に
見
え
る
血
液
だ
け
で
な
く
、
見
逃
し
が
ち

な
唾
液
、
嘔
吐
、
鼻
汁
中
に
も
血
液
を
含
む
事
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
は
Ｐ
＝
防

御
、
Ａ
＝
行
動
、
Ｃ
＝
除
染
、
Ｔ
＝
報
告
の
「
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｔ
行
動
」
を
確
認
、
実
践
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

【
す
み
れ
薬
局
苦
楽
園
店

薬
剤
師

吉
田
ま
り
】

汚染物を処理した後の手洗い方法について実習を行う参加者

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
７
日
、
広
川
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
第
10
回
被
災
地
交
流
／
物
産
‐
物
品

展
を
開
催
。
地
域
住
民
や
支
部
役
員
な
ど
が
参
加
・

交
流
し
た
。

物
産
‐
物
品
展
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
と
地
域
交
流
を
目
的
に
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
、
岩
手
県
宮
古
市
で
物
産
品
を
販
売
す
る
「
か

け
あ
し
の
会
」
、
岩
手
県
藤
沢
市
で
手
縫
い
工
芸

品
を
販
売
す
る
「
ち
く
ち
く
工
房
」
、
福
島
県
の

劉揚さんが奏でる二胡の演奏に聞き入る参加者

伝
統
工
芸
品
・
会
津
木
綿
の
小
物
雑
貨
を
販
売
す

る
「
三
春
彩
花
」
が
参
加
し
た
ほ
か
、
宮
城
県
気

仙
沼
の
復
興
住
宅
で
作
る
手
籠
な
ど
も
販
売
。
さ

ら
に
今
回
は
熊
本
地
震
支
援
の
た
め
、
熊
本
県
南

阿
蘇
村
の
低
農
薬
野
菜
も
販
売
し
た
。

当
日
は
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
だ
っ
た
が
、

蒸
し
牡
蠣
、
ホ
タ
テ
や
つ
ぶ
貝
の
串
焼
き
の
実
演

販
売
や
、
劉
揚
さ
ん
に
よ
る
二
胡
演
奏
も
行
わ
れ
、

活
気
あ
ふ
れ
る
物
産
‐
物
品
展
と
な
っ
た
。

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
27
日
（
金
）
と
８
月

24
日
（
金
）
に
西
宮
医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開

催
。
そ
れ
ぞ
れ
４
人
、
３
人
が
参
加
し
た
。

【
報
告
】

①
病
診
連
携
勉
強
会
（
６
・
２
）

②
介
護
報
酬
改
定
情
勢
勉
強
会
（
６
・
９
）

③
院
内
感
染
対
策
研
修
会

Ｂ
Ｂ
Ｐ
コ
ー
ス
第
４

回
（
６
・
16
）

④
第
10
回
被
災
地
交
流
／
物
産
‐
物
品
展
（
７
・

７
）

⑤
第
38
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会
（
７
・

28
）

【
予
定
・
企
画
】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
（
９
・
８
）

②M
e
d
i
c
a
l

E
n
g
l
i
s
h

＃
52
（
10
・
19
）

③
第
18
回
胸
部
Ｘ
‐
Ｐ
読
影
会
（
11
・
２
）

【
予
定
・
企
画
（
日
時
未
確
定
）
】

①
第
７
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
27
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・
28
）

②
第
33
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
11
・

23
～
24
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
4
金
曜
日
で
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

日 時 １０月１９日(金) 午後２時～
会 場 西宮医療会館
講 師 Mr. Robert Conroy
司 会 ビューハイツクリニック 坂尾 福光 先生
参加費 無 料

Role Playingシリーズ⑰ 歯科領域
「糖尿病患者の歯周病、幼児へのう蝕予防指導」（仮）


